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学校アンケートへのご協力、まことにありがとうございました。下記のとおり、アンケートの集計結果と今後の方針についてご報告させて頂きます。

なお、自由記述の部分については、後日あらためてご報告致します。
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学校アンケートの集計結果《保護者対象》

※肯定的な評価(あてはまる、ややあてはまる)の合計について記載

※Ｈ２４年度比較で、今年度５％以上増加の場合は　⇗　を、５％以上の低下の場合は　⇘　を記載
（１）学校生活について
	質問項目
	Ｈ24年度
	Ｈ25年度

	回　収　率
	93％
	90％

	１．学校は教育方針をわかりやすく伝えている
	71％
	70％

	２．学校は成績･進路の情報を適切に提供している
	72％
	65％　⇘

	３．学校は命を大切にする教育に取り組んでいる
	73％
	73％

	４．学校は、プロジェクターやパソコンを使ったわかりやすい授業を行っている
	68％
	66％

	５．学校のＨＰをよく見ている
	39％
	40％

	６．学校の施設など、学習環境は満足できる
	66％
	60％　⇘

	７．子どもは学校に行くのを楽しみにしている
	75％
	77％

	８．子どもは服装や頭髪など、学校生活のルールを守っている
	85％
	86％

	９．担任の先生は生徒を理解している
	78％
	76％

	10．担任の先生は保護者の相談に応じている
	79％
	80％

	11．ＰＴＡ活動は参加しやすい
	45％
	40％　⇘


□進路については、今年度の入試から公立高校の学区が撤廃されたことで、進路選択の幅が大きくなりました。

・そこで、これまでは3年生の保護者を対象にしていた進路の保護者説明会を、全学年の保護者を対象に実施したり、オープンキャンパスや高校の説明会にも積極的に参加を促すことで、例年よりも多くの保護者や生徒が参加してくれました。

・進路に関するプリントに関しては、これまで生徒を通じて保護者の方々にも配布はしていましたが、保護者集会での要望を受け、年度途中から学校のＨＰにも掲載するよう改善しました。

・進路保障は、学力を保障することです。学力向上のための取組を継続して実施するとともに、できるだけ早く、正確な情報を提供することで、3年生の進路選択について、最大限の指導と支援を行います。
□学校の施設については、体育館、プール、特別教室の空調や新館の教室の狭さなどについてご指摘がありました。特に体育館やプールの老朽化は著しく、生徒には不便をかけしており、申し訳なく思っています。引き続き、市教委には、建て替えや改修のお願いをしてまいります。
□学習環境については、書画カメラ・プロジェクター・パソコン等のＩＣＴ機器を整備してまいりましたが、次年度は市の予算でさらなる充実を図り、授業でより効果的な活用をすることで、子どもたちの学習意欲を喚起させたいと思っています。

(2)家庭生活について

	質問項目
	Ｈ24年度
	Ｈ25年度

	12．子どもは早寝早起きを守っている
	54％
	59％　⇗

	13．子どもは毎日朝ごはんを食べている
	90％
	90％

	14．子どもは家庭でよく読書をしている
	41％
	37％

	15．子どもは家庭で学習をしている
	55％
	54％

	16．子どもとよく会話をする機会がある
	91％
	91％

	17．子どもに携帯電話を持たせている
	75％
	84％　⇗

	18．携帯電話を持つにあたりルールを設けている
	69％
	91％　⇗

	19．子どもを学習塾に通わせている
	48％
	57％　⇗


□早寝早起きなどの生活習慣では、保護者のご協力のもと改善の兆しがありました。
・しかし、残念ながら毎日の遅刻者数は30人前後から減少しておらず、時間の自己管理ができるようご協力をお願い致します。

□携帯電話については、携帯電話の所有率は増加しているものの、家庭で携帯電話を使うルールを決めているという項目は飛躍的に上昇するなど、ラインなどを悪用したいじめや恐喝などの犯罪行為に対する危機感を共有できたことは大きな前進となりました。

□家庭学習について、机上の整理整頓を行い、毎日机に向かう習慣をつけるよう、ご協力をお願いしたいと思います。
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２．学校アンケートの集計結果《生徒対象》

※肯定的な評価(あてはまる、ややあてはまる)の合計について記載

※Ｈ２４年度比較で、今年度５％以上増加の場合は　⇗　を、５％以上の低下の場合は　⇘　を記載
(1) 学校生活について
	質問項目
	Ｈ24年度
	Ｈ25年度

	回収率
	96％
	96％

	１．学校へ行くのが楽しい
	73％
	80％　⇗

	２．落ち着いた雰囲気の中で授業を受けることができる
	52％
	59％　⇗

	３．授業開始のチャイムを守ることができている
	85％
	90％　⇗

	４．授業では自分の考えを発表することができている
	51％
	52％

	５．相手に自分の意見をわかりやすく話すことができる
	55％
	57％

	６．相手の意見をきちんと聞くことができる
	84％
	84％

	７．授業中にわかったところは積極的に友だちに教えている
	49％
	50％

	８．授業中にわからないところは積極的に友だちに訊いている
	72％
	71％

	９．道徳の授業は自分の生活の中で役立っている
	32％
	40％　⇗

	10．プロジェクターやパソコンを使った授業はわかりやすい
	74％
	78％

	11．学校は成績や進路の情報を適切に提供していると思う
	68％
	76％　⇗

	12．生徒会活動には積極的に参加している
	87％
	89％

	13．部活動には積極的に取り組んでいる
	76％
	74％

	14．学校のＨＰをよく見ている
	32％
	31％


□『学校へ行くのが楽しい』の項目では、7％の増加がありました。学年別でみると、1年73％、2年86％、3年82％となっており、1年生では、小中の段差（制服や頭髪に関する校則がある、教科担任制や部活動など中学校生活に慣れるまでには時間がかかること）があることから、より丁寧な指導を心がけてまいります。
また、一部の生徒たちによる授業妨害、エスケープ、器物破損や校則違反（茶髪、ピアス、異装、携帯の所持）など学校全体が落ちつかない状況に対して、保護者からは厳しい指導を求める声が多数届いています。子どもたちが安心して学校生活が送れるよう家庭とも連携しながら、学校のルールが守れるように取り組んでいきたいと思っています。
□『落ち着いた雰囲気の中で授業ができる』の項目では、7％の増加がありました。学年別では、1年45％、2年57％、3年75％となっており、課題の多かった3年生では、大きな改善が見られ、落ち着いた雰囲気の授業になるにつれて、学力の向上が顕著になってきました。
・3年生を見本として、1・2年生も今のうちから頑張りましょう。
※今後の入試制度の変更で、これまでの評価は3年生だけであったものが、1年のときから3年間の評価となる予定です。
・進路保障とは、学力を保障することです。学力を向上させるために、今後とも授業改善に全力を尽くします。
□チャイム着席、道徳（あの世科の講演含む）、進路に関する情報提供の項目では、学年が上がるごとに肯定的評価が高くなる傾向にあります。

□生徒会活動については、昨年度に引き続き、体育大会、文化祭（コーラスコンクール）、ボランティア活動、校則の改正など、生徒会主催の取組が評価されました。
・また、制服変更の際にも、貴重な意見を出してくれました。
□部活動は、下記のような※教育的効果があり、部活動で頑張れる生徒は部活動だけでなく、勉強や社会生活にも頑張れるものです。

※身体的、及び精神的にも強い意志のある人間を育成するとともに、規則を守り礼儀正しい人間を育成することをめざしています。
※単に技能だけを高める場ではなく、お互い協力し助け合い、社会的にも豊かな性格をつくる場です。部活動を通して、一人ひとりがお互いに励まし合い、素晴らしい伝統と校風をつくりあげることをめざしています。
 (2)自分自身について
	質問項目
	Ｈ24年度
	Ｈ25年度

	15．挨拶ができている
	82％
	83％

	16．掃除に真面目に取り組んでいる
	67％
	67％

	17．服装を含めた学校のル-ルを守ることができている
	80％
	86％　⇗

	(3)家庭生活について

	質問項目
	Ｈ24年度
	Ｈ25年度

	18．早寝早起きができている
	58％
	65％　⇗

	19．毎日、朝ごはんを食べている
	83％
	86％

	20．学校以外の場所で読書をしている
	50％
	49％

	21．家庭学習ができている
	52％
	62％　⇗

	22．家族とよく会話する機会がある
	77％
	87％　⇗


□ルールを守る、早寝早起き、家庭学習、家族との会話の項目で、改善の傾向が見られます。
これもひとえに、家庭教育の賜物であると心から感謝申し上げます。
今後とも、学校・家庭・地域の三者が、それぞれの役割を果たしながら、がっちりスクラムを組むことで、子どもたちの成長をサポートしてまいりたいと考えています。ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。






